
令和５年１月

静岡市危機管理総室

「わたしの避難計画」作成説明会



わたしの避難計画とは

身の回りの災害リスクに対し、「どのタイミング」で「どこに」避難するか、
あらかじめ整理するための資料

・様々な災害リスク（河川氾濫、土砂災害、地震・津波など）に対応
・資料があれば、誰でも作成できる

住民自らの力で「逃げ遅れによる被害を無くす」

わたしの避難計画を作成することで「自分だけの避難計画書」が完成

わたしの避難計画とは？

特 徴



資料の作り

作成ガイド（A3） 計画書本体（A4）

計画書の作り方を示した資料

作成ガイドを見て把握した情報
を、計画書に記載する

転記

身の回りの災害リスクや避難先
などを記載した資料

→「避難に関する計画書」



完成した計画書の使い道

日々の確認

冷蔵庫など目につく場所に
貼っておき、日頃から確認
できるようにしておく

備えの再確認

完成した計画書を見て、家族等
で災害に対する備えを見直す

いざという時、落ち着いて行動できるように！



実際に作成してみましょう！

用意するもの

計画書本体（A4） 作成ガイド（A３）

筆記用具



目 次



目 次



見 本



見 本

「見本」を参考に作成していきましょう！



手順①要配慮者の存在



手順①要配慮者の存在

実際の避難行動を確認する前に…
家族にこのような方はいませんか？



要配慮者がいる場合の避難の考え方

１人で行動ができる

すぐに行動が開始できる

避難先での特別な配慮は不要

元気な方とはこんな違いが…

避難のタイミングや避難先に、配慮が必要



手順①要配慮者の存在



手順①要配慮者の存在

✓ １

計画書の左上「①家族の状況」の部分に、

①避難に時間のかかる人の有無
②その人数

を記載



手順②大雨のリスク



手順②大雨のリスク

洪水ハザードマップの抜粋

ハザードマップの凡例

自宅の
風水害リスクを確認！



洪水ハザードマップで確認できるリスク

１ 浸水に関する危険性

２ 家屋が倒壊する危険性

３ 土砂災害に関する危険性



浸水に関する危険性

その他河川や内水についても
要確認！



浸水に関する危険性



浸水に関する危険性

１～３

「大雨が降ったとき」の部分に、自宅の災害リスクを記載

✓

まずは、「浸水」について記入！

（地図上で色のついている地域は「おそれあり」）



家屋が倒壊する危険性
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洪水氾濫

河岸浸食



家屋が倒壊する危険性



家屋が倒壊する危険性

１～３

「大雨が降ったとき」の部分に、自宅の災害リスクを記載

✓

残しておいた「家屋流出」について記入！

（赤色の斜線・水玉の地域は「おそれあり」）

✓



家屋が倒壊する危険性

１～３

「大雨が降ったとき」の部分に、自宅の災害リスクを記載

✓

最後に「河川氾濫」について記入！

（浸水・家屋流出いずれかにチェックが付いたら「おそれあり」）

✓✓



土砂災害に関する危険性

急傾斜地の崩壊 土石流 地すべり

突然発生する 土砂の流れが速い
（時速20～40㎞）

広い範囲に
わたって起こる



土砂災害に関する危険性



土砂災害に関する危険性

✓ ✓

「大雨が降ったとき」の部分に、自宅の災害リスクを記載

凡例を確認し、危険箇所か警戒区域か判断

（地図上で色のついている地域は「おそれあり」）



・静岡市が運営する
ハザードマップ閲覧サイト

・静岡市が作成しているハザード
マップが全種類掲載されている

・市内の災害リスクが確認できる

地図が見えにくい場合は…

静岡市防災情報マップ

国土交通省「重ねるハザードマップ」

・国土交通省が運営するハザードマップ閲覧サイト

・全国各地の災害リスクが確認できる

・各市町村が作成しているハザードマップも確認できる



静岡市防災情報マップ

「QRコードの読み込み」または「静岡市防災情報マップ」で検索

検 索静岡市防災情報マップ



静岡市防災情報マップ



静岡市防災情報マップ

ここまで拡大することができる！



静岡市防災情報マップ

さまざまな河川の災害リスクを
確認することができる！



静岡市防災情報マップ

河川だけでなく、
地震・津波・土砂災害・内水・高潮

などの災害にも対応！



手順③避難のタイミング・避難先

手順②で確認した災害リス
クを踏まえて、フローを確認

避難のタイミングと避難先
を確認しましょう。



手順③避難のタイミング・避難先



手順③避難のタイミング・避難先

浸水が想定されて
いても、自室が高い
場所にあるのなら
「垂直避難」

＜自宅のリスク＞

浸水：なし
家屋流出：なし
土砂災害：なし

浸水：あり
（自宅での対応可能）

家屋流出：なし
土砂災害：なし

＜取るべき行動＞

自宅が安全なら
「自宅で待機」



垂直避難
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垂直避難とは？
屋内（頑丈で高い建物や標高の高い場所）で安全を確保すること

＜0.5m～1mの浸水が想定されている場所の場合＞

浸水が想定されている高さより上へ避難する
（※外に出ての避難が危険な場合にも垂直避難は有効）



垂直避難の留意点

＜垂直避難が可能となる「３つの条件」＞
①家・土地ごと破壊されるようなリスクのある地域に入っていないか？
②想定される浸水深より高い場所に避難できるか？
➂浸水が長時間続いても、生活できるだけの備えがあるか？

どんな時でも垂直避難ができるわけではない！
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手順③避難のタイミング・避難先



手順③避難のタイミング・避難先

家族に避難に時間がかかる人が
いる場合は、「高齢者等避難」で

行動開始

いない場合は、
「避難指示」で行動開始

＜自宅のリスク（いずれか）＞
浸水（自宅での対応不可）・家屋流出・土砂災害



いつまでに避難するべきか？
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市から発表される「避難情報」を避難の目安に！



避難情報について
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①警戒レベル３「高齢者等避難」
（状 況）災害のおそれがある状態
（行 動）高齢者など、避難に時間を要する人は避難を開始する

※高齢者以外の人も、必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、
避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミング

②警戒レベル４「避難指示」
（状 況）災害のおそれが高い状態
（行 動）全員、避難を開始する

➂警戒レベル５「緊急安全確保」
（状 況）災害が発生、または切迫している状態
（行 動）命の危険があるため、直ちに安全を確保する

※警戒レベル１～２は、いずれも災害への備えを高める段階

★警戒レベル４までには、必ず避難を完了！



避難情報について

45

①警戒レベル３「高齢者等避難」
（状 況）災害のおそれがある状態
（行 動）高齢者など、避難に時間を要する人は避難を開始する

※高齢者以外の人も、必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、
避難の準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミング

②警戒レベル４「避難指示」
（状 況）災害のおそれが高い状態
（行 動）全員、避難を開始する

➂警戒レベル５「緊急安全確保」
（状 況）災害が発生、または切迫している状態
（行 動）命の危険があるため、直ちに安全を確保する

※警戒レベル１～２は、いずれも災害への備えを高める段階

★警戒レベル４までには、必ず避難を完了！

あくまで目安！
早めに行動してはいけない
ということではない！



手順③避難のタイミング・避難先

家族に避難に時間がかかる人が
いる場合は、「高齢者等避難」で

行動開始

いない場合は、
「避難指示」で行動開始

＜自宅のリスク（いずれか）＞
河川氾濫（自宅での対応不可）・家屋流出・土砂災害



様々な避難先
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「避難先＝市が指定した場所や施設」 ではない！



手順③避難のタイミング・避難先



手順③避難のタイミング・避難先

✓
高齢者等
避難

娘の家

計画書左下の部分に、
手順②で確認した「災害リスクの有無」
手順③のフローで確認した「避難のタイミング」「避難先」

を記載



手順③情報収集手段

手順③のフローで確認した
「避難のタイミング」

避難のタイミングを見定め
るため、どういった手段で
情報を収集するか決めてお

きましょう。



静岡市防災メール

【サービス概要】
地震関連情報、気象関連情報等の防災情報を
携帯電話等へお知らせする

【登録方法】
以下のアドレスに空メールを送信

【登録用メールアドレス】
siz-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com 

【登録用QRコード】 →



手順③情報収集手段



手順③情報収集手段

✓

避難指示 娘の家

計画書左下「●情報収集手段」の部分に、

手順③で確認した「情報収集手段」を記載

ラジオ
市LINE



手順①～③ 完了

ここまで終了！



手順④地震・津波のリスク



手順④地震・津波のリスク

地震（震度と体感）

液状化の可能性

津波のリスク

津波のリスクを確認
（計画書裏面）



手順④地震・津波のリスク

計画書（裏面）



手順④地震・津波のリスク

「津波が見えてから」では
逃げ切れない！



手順④地震・津波のリスク



手順④地震・津波のリスク

✓
３

５

計画書右上「地震が起こったとき」の部分に、

手順④で確認した「津波リスク」を記載

地震発生中は、行動できないため、「身を守りましょう！」



手順⑤避難のタイミング・避難先

手順④で確認した
津波のリスクを踏まえて…

「避難のタイミング」と
「避難先」を確認しましょう。



手順⑤避難のタイミング・避難先



手順⑤避難のタイミング・避難先

✓

３

津波避難タワー

津波がくる場合 津波がこない場合

✓

〇〇小学校

手順④⑤で確認した「津波リスク」と「避難先」を記載



事前の準備



事前の準備

✓

娘の連絡先 054-○○○-××××

計画書右下「事前の準備」の部分に、

各自が考える「持出品」「重要な連絡先」などを記載



「わたしの避難計画」完成
すべて終了！



計画の作成を終えて…

・自宅の災害リスク
（河川氾濫・土砂災害・地震・津波 など）

・避難のタイミング
・避難先

・津波の浸水想定区域を含む自治会の各世帯に配付を行っている
・「わたしの避難計画」は、資料があれば、だれでも作成できる

計画書の作成で確認できたこと

地域での作成周知

あくまで
机上での確認

実践してみることで新たな発見があることも
（３月には「津波避難訓練」を実施）

近所の皆さんに対し、作成の呼びかけを
お願いします！


